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市の中核となる拠点 

(必要な高次都市機能が集積) 

生活圏の中心となる拠点 
(多様な生活サービスが集積) 地域コミュニティの活動拠点 

観光・歴史文化・地場産業など 
特色のある機能が集積する拠点 

利便性の高い公共交通に 
よる拠点間のネットワーク 

市街化区域 

市街化調整区域 

それぞれの生活圏の中で交通や生活の利便性が高いエリアを、集約型都市構造の骨格を
なす拠点として設定し、拠点に応じた都市機能を集積します。（都市機能誘導区域） 

利便性の高い公共交通により、拠点間のネットワークを構築します。 

生活の利便性が確保された“歩いて暮らしやすい生活圏”を構築します。（居住誘導区域） 

基礎的な地域のまとまり（地域コミュニティ）を維持します。 
市街化調整区域においては営農環境を保全できるよう既存集落を維持します。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

都市機能誘導区域 
広域中心拠点、地域中心拠点、 

地域拠点 

広域的な都市機能や生活圏に必要な多様な生活サービス

施設（医療・福祉・商業等）の誘導を図る区域 

居住誘導区域 
拠点（都市機能誘導区域） 

周辺市街地、基幹公共交通沿線 など 

拠点（都市機能誘導区域）、周辺市街地（拠点及び鉄道駅の

徒歩圏）や公共交通沿線へ、それぞれの特性に応じた居住

の誘導を図り、様々な住まい方が可能な都市を目指す区域 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

拠点 
利便性が高く日常の機能が充実した共同住宅等の居住空間を確保して「歩いて暮らすまち」を形

成し、子育て世帯や高齢者などを想定した街なか居住を誘導します。 

周辺市街地 

基幹公共交通沿線 

一定の人口密度を確保することで生活の利便性や中心市街地へのアクセス性の高さを維持した

戸建て住宅地を確保して「歩いて暮らせるまち」を形成し、市内で働く子育て世帯や高齢者世帯、

戸建て住まいを希望する移住者などを想定した市街地居住を誘導します。 

一般居住区域 

市街化区域内の郊外の住宅地ではゆとりある敷地を希望する子育て世代や日々の通勤や鉄道

利用を必要としない移住者などを想定し、農地が多いエリアでは田園風景とも調和した低層の戸

建て住宅主体の閑静な「ゆとりある居住環境」を維持します。 

市街化調整区域 
市街化調整区域のうち、豊かな田畑・山林等のなかに立地する既存集落では「継続的な営農が

可能な地域」として、地域コミュニティの維持の観点から必要な居住を確保します。 



 

 

 

 



 

 

 

 

 

拠 

点 

広域中心拠点 

（小田原駅周辺） 

小田原駅周辺 
小田原駅周辺地区については、商業・業務・医療・福祉・文化機能の集積を図るととも

に、市街地再開発の促進等による質の高い駅前市街地空間の整備推進を図ります。 

市役所周辺 
県合同庁舎、警察署など行政機能の集積する市役所周辺地区については、利便性

の高い行政拠点、防災拠点として地区の形成を図ります。 

小田原城周辺及び

旧東海道沿線 

小田原城周辺は、「史跡小田原城跡保存活用計画」に基づき、御用米曲輪や八幡山

古郭・総構などの整備を進め、保存と活用を図りながら、歴史的観光価値の拡大を図

ります。 

旧東海道沿線は「地域における歴史的風致の維持及び向上に関する法律（歴史まち

づくり法）」に基づく、「歴史的風致維持向上計画」により魅力的なまちづくりを推進す

るとともに、地域資源を活用した賑わいの創出と回遊性の向上により、市民と来訪者

の交流が盛んに行われる活力ある市街地の形成を図ります。 

地域中心拠点 

（鴨宮駅周辺） 

鴨宮駅周辺は、小田原駅周辺に次ぐ商業・業務の集積地、更には就業先となる施設

が多く立地する地区であり、大型商業施設の集積などにより交通の混雑が発生して

いるため、都市基盤整備の強化を図り、生活者中心の視点に立った「住居、工業、商

業」の複合型の魅力あるまちづくりにより、利便性と快適性のバランスある発展を目

指します。 

地域拠点 

（国府津駅、早川・箱根板橋駅、栢山駅、

富水・螢田駅の周辺） 

 

 

近隣住民の生活の利便性を向上させるとともに、車を利用しない高齢者等にとって重

要な商業・サービス施設の維持を促進します。また、歩行者の安全性の確保など快適

な駅前空間のあり方について研究を進めます。 

生活拠点 

（橘、下曽我駅、豊川、足柄・井細田駅、

根府川駅の周辺） 

 

 

生活拠点は、身近な生活サービスの持続的な維持を図り、地域の最寄りとなる拠点

機能を確保します。 

 
  



 

 

 
 

  

 工業拠点 

（酒匂川右岸の扇町・寿町地区、 

左岸の鬼柳・桑原地区、成田・桑原地区、 

国府津・前川地区及び 

羽根尾地区（西湘テクノパーク） 

 

 

近年、企業による施設の再編や海外への流出など、工業環境を取り巻く情勢は非

常に厳しい状況にありますが、本市の重要な産業であることから、既存施設の高

度化を促進するとともに、操業環境の向上を図るため都市計画道路などの基盤整

備を進めます。 

鬼柳・桑原地区は、今後の経済情勢や企業の進出動向を十分に見極めるととも

に、土地所有者等の意向を踏まえながら工業拠点の形成に努めます。 

緑の拠点 

 

嚨村植物公園（小田原こど

もの森公園わんぱくらんどを

含む）、いこいの森、小田原

西部丘陵公園（おだわら諏

訪の原公園及び小田原フラ

ワーガーデン）、上府中公

園、羽根尾史跡公園 

市民や来訪者の憩いと安らぎ、レクリエーション活動の場として、利用者が快適に

過ごすことのできる空間を確保します。 

曽我梅林 
曽我兄弟の墓や周辺の寺社などの歴史資源と併せた通年型の自然・文化ゾーン

の形成を目指します。 

石垣山一夜城 歴史的資源を活用し、利用者が快適に過ごすことのできる空間を確保します。 



 

 

 

 

都
市
間
交
流
軸 

東海道連携軸 

（箱根連携軸、西湘―伊豆連携軸） 

 

箱根連携軸については、整備が完了した国道１号小田原箱根線による観光交通の円

滑化を図るとともに、東海道本線をはじめとした鉄道の利便性向上についても要望し、

交流の拡大による活性化を目指します。 

東海道連携軸の国道１号の沿道については、「旧東海道」にふさわしい歴史的資源を活

用した沿道型市街地の形成など、本市の魅力と個性を表現するまちづくりの推進を図り

ます。 

西湘-伊豆連携軸については、西湘バイパスの延伸や伊豆湘南道路の計画の具体化

による伊豆方面との連携強化など、更なる交流促進と自立した都市圏構造の実現化を

図ります。 

酒匂連携軸 

（大雄山連携軸、御殿場線沿線連携軸） 

 

 

酒匂川流域の都市を「１つのまち」として捉え、総合交通ネットワークの形成の推進や既

存の交通基盤の有効活用、地域資源を保全・活用した地域の魅力を高めるまちづくり

の推進を図ります。 

また、大雄山連携軸、御殿場線沿線連携軸を酒匂連携軸の一部に位置付け、各方面と

の交流を念頭においた都市機能の充実を図ります。 

中井連携軸 産業立地や住宅立地による自動車交通の受け皿として、また、橘地域の幹線として、交

通基盤の整備を促進します。 

都
市
内
交
流
軸 

各拠点を繋ぐ環状交流軸 

 本市の市街地と市街地縁辺部を通る外環状道路の整備を促進し、新たな沿道型市街

地の形成と市内各拠点間を連携する都市内交流軸の強化を図ります。また、東海道連

携軸と酒匂連携軸を相互に連絡することから、通過交通の市街地流入を抑制しつつ都

市間交流機能の一役も担います。 

小田原駅周辺から鴨宮駅南口を経て国府津方面に向う栄町小八幡線、鴨宮駅付近か

ら下曽我地区に至る酒匂曽我線など各拠点を結ぶ路線の整備により、都市内交流の

強化を図ります。 

また、公共交通については、鉄道における輸送力の増強や利便性の向上について鉄道

事業者に要望するほか、バス路線については、利用実態に即した運行機能の維持・確

保に努め、快適な都市内移動の確保を図ります。 

広域中心拠点と地域中心拠点を繋ぐ
交流軸 

 

 

地域中心拠点・生活拠点と中心市街地
を繋ぐ交流軸 

 

 

地域拠点・生活拠点同士を繋ぐ交流軸 

 

 

親
水
空
間
軸 

海岸沿いの砂浜、酒匂川、山王川、

森戸川など 

 

 

早川海岸の整備や河川空間の維持・保全等によって、気軽に水にふれあうことができる

親水空間の確保を図ります。 

御幸の浜については、市民や来訪者が交流を生み出す親水空間の創出を促進します。 

また、海岸線沿いの風致地区は、その保全を図ります。 
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